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1. はじめに 

我々のグループでは非平衡大気圧プラズマの医療・農業分野での応用に向け研究を進めている．プラ

ズマの照射量を変化することにより微生物を殺菌するだけでなく,1)  成長促進の効果も見出されてい

る. 2) 一方でプラズマを対象に直接照射するだけでなくプラズマ照射した乳酸リンゲル液 (Plasma- 

activated Lactec, PAL) をがん細胞に処理することでがん選択的な殺傷効果を見出している.3) 植物に対

しても PAL の効果を基礎的な検討も必要である．そこで本研究では発芽したイネの生育過程に対して

PAL を与えることで生育に対する効果を検討した． 

2. 実験方法 

乳酸リンゲル液 (ラクテック) にプラズマ照射したPALを，終濃度×1/25, 1/100, 1/250 希釈となるよ

う混合した1%アガロースを調製し，試験管 (φ18 mm×180 mm) に注いで4℃で静置し凝固した．対照

として蒸留水のほか，PALと同濃度のラクテック溶液を含有する1%アガロースを調製した．発芽した

イネ種子を寒天上に播種して，その後の生育とともに根の計測を行った．  

3. 実験結果および考察 

図に播種８日後における根の長さの計測結果を示す．ラクテック処理では全ての濃度においても蒸留

水とほぼ同じであった．その一方で、PAL処理では×1/250や1/25倍希釈では蒸留水とほぼ同じであっ

たが，×1/100希釈濃度において蒸留水より20%促進された．すなわち発芽イネ種子の初期の成長にお

いて至適濃度のPALを処理することで根の成長が促進されることが示された． 

 

本研究は富士通クライアントコンピューティング株式
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